02月13日（水）


第297回　関西眼疾患研究会特別講演
18:00～19:00　仁科　幸子　先生（国立成育医療センター眼科）

「乳幼児疾患の早期診断治療」
　

　こどもの眼科診療の特徴として、視覚刺激に対する感受性が高いことがまず挙げられる。ひとたび疾患が起こると高度の弱視となるため、予防・早期発見・治療が最も大切である。もうひとつの特徴とは、自覚症状を訴えない・検査が困難ということである。そのため、発見・正確な診断が遅れがちで、特に片眼性の疾患は重篤な弱視を形成しやすいが発見しにくい。また、診察の仕方が成人と異なることも、困難な一因である。

視性刺激遮断の原因となる乳幼児の眼疾患としては、先天・発達白内障、角膜混濁（先天緑内障、分娩時外傷）、眼瞼眼窩腫瘍などが挙げられる。視覚感受性のピークは生後2ヶ月～2歳であるため、これらの疾患の早期発見・早期治療が重要である。

乳幼児の弱視は、器質弱視、機能弱視、中枢神経系疾患による弱視がある。弱視は早期診断が重要で、早期に原因治療および弱視治療を開始する。

現在、先天緑内障、先天白内障、未熟児網膜症などの疾患に対して積極的な手術治療も行われているが、術後の弱視治療、視覚機能の発達を促す継続的な治療が必要である。
小児の眼科診療においては、小児とコミュニケーションをとること、外観や行動の観察、発達状況、視診、問診が重要である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責　渡辺彰英
